
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【ポイント
"#$%&】 
l シスタチン C（Cys-C）は⼈医療で腎機能マーカーとして慢性腎臓病の早期発⾒、予後因⼦として利⽤され

ている 
l ⽝では IRIS ステージ１の検出に⾎清 Cre、⾎清 SDMA よりも⾎清 Cys-C の⽅が有⽤との報告がある 
l ⽝の⾎清 Cys-C では 15 kg 以下で有⽤な腎機能マーカーとして知られているが、最近、体重 20 Kg 未満で

の有⽤性が報告された 
 
【概要】 

⽝の腎機能の評価におけるゴールドスタンダードとして、イヌリンまたはイオヘキソールクリアランス
による⽷球体濾過量（Glomerular filtration rate: GFR）が挙げられる 1, 2。しかし、これらの検査は複数回の
サンプリングが必要でなり煩雑であることから⼀般的に実施されていない。現在、⽝の腎機能の評価は主に
⾎中尿素窒素（BUN）、⾎清クレアチニン（Cre）の測定が⼀般的で、簡易検査として使⽤されている。特に
⾎清 Cre 濃度は慢性腎臓病（CKD）のステージ分類である the International Renal Interest Society（IRIS; www.iris-
kidney.com）のステージングに SDMA とともに使⽤されている。しかし、⾎中 BUN および⾎清 Cre 濃度は
⾷事、体重、⽝種による筋⾁量などの腎機能以外の影響が⼤きいことが問題である 3-6。特に⾎清 Cre は筋⾁
量に依存するため、⼩型⽝は筋⾁量が少ないことで⾎清 Cre が低値になることがあり、CKD の初期では⾎
清 Cre が上昇しないケースがある。また、⾎清 Cre 濃度は GFR が 25％まで低下しないと⾎清 Cre 濃度は上
昇しないという短所を持っている 3, 7。以上より、⾎清 BUN および⾎清 Cre で、初期の腎臓病を判別するこ
とが難しいとされている。そこで、初期の腎臓病の検出に腎臓バイオマーカーが必要とされてきた。 
 
シスタチン C（以下 Cys-C）はシステインプロテアーゼ阻害剤であり、システイン蛋⽩スーパーファミリー
に属する 122 個のアミノ酸からなる約 13 kda の蛋⽩で、有核細胞から⼀定の割合で産⽣される 8, 9。Cys-C
は⽷球体に濾過され、尿細管上⽪細胞で約 99%再吸収される。しかし、再吸収された Cys-C は異化されるた
め、循環⾎中に戻らない。また、尿細管上⽪細胞から分泌されることはない 9-11。そのため、⽝の⾎清 Cys-
C 濃度は GFR のバイオマーカーとして知られている 12, 13。医学領域での研究では⾎清 Cys-C 濃度によって
⾎清 Cre 濃度よりもより鋭敏に GFR の低下を検出することが報告されている 14, 15。また⾎清 Cys-C は⽇本
腎臓病学会のガイドラインの腎機能評価に使⽤されており、慢性腎臓病の早期発⾒ 16 および予後因⼦ 17 と
しても利⽤されている。 

⽝における Cys-C の報告では、腎臓病の⽝では健康⽝と⽐較して Cys-C 濃度は⾼値を⽰したことを報告
している 18。また、腎機能低下の検知には、⾎清 Cre 濃度よりも⾎清 Cys-C 濃度の⽅が優れているとの報告
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【どうぶつ検査センターから】 
岩佐先⽣にご執筆頂いた『⽝の⾎清シスタチン C の有⽤性と臨床応⽤について』の中で、書ききれな 

かった⽝の腎機能マーカー：シスタチン C について、さらに詳しく解説頂きました。 
『⽝の⾎清シスタチン C の有⽤性と臨床応⽤について』と併せてご覧いただくと、さらに理解が深まると
思います。 
 



 
 

 

や 19、⽝の IRIS ステージ１の検出においては、⾎清 Creや⾎清 SDMA よりも⾎清 Cys-C が有⽤性を⽰すと
の報告がある 20。ただし、⾎清 Cys-C 濃度は体重に影響を受ける点には注意が必要である。体重 15 kg 以下
の⽝に検査対象を限定することで、⾎清 Cys-C 濃度は⾎清 Cre 濃度よりも GFR 低下の検出 21や健康診断時
の腎疾患特異的⽣存の予後判定 22 に有⽤であることが報告されている。⼀⽅で、多数が 15 ㎏以上の集団に
おいては、⾎清 Cys-C 濃度は⾎清 Creや SDMA よりも GFR 低下の検出に対する診断能が劣ることが⽰され
ている 23。そのため、⾎清 Cys-C 濃度は検査対象を体重 15 kg 以下に限定して使⽤することが現状推奨され
ているが、最近の研究で、宮川先⽣らの報告によると体重 20 kg未満までは有⽤性が⾼いとの報告もされて
いることから 24、今後は 20 kg までの⽝に適応範囲が広がっていくことが期待されている。 
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